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専門分野 生体情報システム学

複雑問題解決のための数理モデル
Mathematical Modeling for Solving Complex Problems

数学で読み取る脳の秩序／数学で描き出す社会と生命

情報理⼯学系研究科 数理情報学専攻
⼯学系研究科 電気系⼯学専攻

デモ＆ポスター展示中

私たちの研究室では、数理モデリングや実データ解析を通じて生命、社会、経済、医療、エ
ネルギー問題、⾃然災害などの幅広い対象を扱い、現象の理解と問題解決を目指しています。
同時に、これらの個別対象研究の基礎をなす理論や⼿法の確⽴を目指しています。また、最
先端数理モデル連携研究センターと協⼒して、数理的⼿法を医療や⼯学へ応⽤し役⽴てるこ
とを目指しています。

脳：⼤規模な神経回路の数値計算
脳の情報処理の解明を目指して、神経回路モデルに
おいて生じる複雑な活動の様子を調べています。特
に、大規模な（神経細胞が100万個以上の）神経回
路モデルを対象にして、計算を効率化するための⼯
夫やデータの可視化技術の向上などに取り組んでき
ました。その結果、進⾏波などの複雑な活動を詳細
に調べられるようになってきました。

大規模な神経回路モデルにおいて
生じる進⾏波活動

大きな地震は、その後に数多くの余震を引き起こし
ます。余震は被災地に追加的な被害を与えうるので、
余震の確率的な予測を⾏うことは重要です。しかし、
これまでは観測上の問題から、本震直後（特に一日
以内）に正確な予測モデルをたてることが困難でし
た。私たちは、数理モデルを⽤いてこの技術的な困
難を克服し、本震の直後からリアルタイムに余震の
正確な予測が可能な技術を開発しました。

地震：余震の早期予測手法

電⼒：電⼒ネットワークの理論解析
太陽光や風⼒などの再生可能エネルギーの大量導⼊
によって、従来の電⼒システムの考え⽅では対処で
きない諸問題が発生すると指摘されています。私た
ちは、安定かつ効率的な電⼒供給のための理論的基
盤を創成すべく、理論解析と定量的議論の両⽅が可
能となる新しい数理モデル構築を目指しています。 東日本の送電網における電⼒の安定

供給に対し重要なリンクの同定

2011年東日本東北沖地震(M9.0)
の余震の予測実験の例


